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羅臼高校で羅臼町
教育関係者向けの
DX説明会を行いま
した！ 
 

 令和６年７月 10日（水）に、羅
臼町教育委員会、町内幼稚園長、小
学校長、中学校長、中標津町の中央
コンピューターサービス株式会社生涯学
習事業部、計 18名のみなさまに来校
いただき、本校で現在検討している「地
域 DX」について校長から説明をさせて
いただきました。 

 羅臼町では「幼小中高一貫教育
(ESD)」として、知床の自然や羅臼町
の地域社会について学ぶ「知床学」を
核に据えた、独自の教育に取り組んで
います。幼稚園から高校までを貫く教育
課程というのは全国的に見ても珍しく、
羅臼の教育の大きな特徴となっていま
すが、その運営に際しては校種間のさま
ざまな「壁」があり、スムーズにはいかな
い部分があります。特に校種によって使
っているシステムが異なり、せっかくの電
子データも共有手段がなく活用が進め
にくい等の課題がありました。 

 このような中、私たち道立学校側で
は校務 DX、学びの DX を現在進めて
おり、学校内で蓄積している DX の経
験やノウハウを、そのまま地域にも広げ
られないか、と考えました。校務 DXで
実現している業務効率化や働き方改
革は、地域 DXでも同じような効果が
期待されるはずです。 

 この説明会では校長から GWSの特
徴や、導入のメリット、将来像などを説
明し、いくつかの質疑応答もしながら、
課題の整理などをしました。特に導入
のメリットの部分についてはみなさん一
様に感じ取っていただいたようでした。
本校ではチャットを活用して教職員の
業務負担を大幅に軽減していますが、
羅臼町の教育関係全体でもチャット導
入によって大幅な効率化や意思疎通
の確実性の向上など、効果が期待され
るだろうという見解で一致しました。 

 一方、道立学校と町教委・町立学
校とでセキュリティに関する考え方やガ
イドラインのあり方に多少違いがあり、
道立学校側のスタンスだけでは壁にぶ
ち当たってしまうという面も見えてきまし
た。DXは便利である一方、セキュリテ
ィ面の不安から安全対策が欠かせな
いものであり、不適切な利用から事故
につながるケースも予め想定しておく必
要があります。このため、道立学校側
のガイドラインと、義務教育側のガイド
ラインのすり合わせ作業をきちんと行っ
た上で、改めて「羅臼町教育 DXガ
イドライン」のようなものを策定して、こ
れに則った形での安全な運用をするこ
とが求められます。 

 こういった準備をしながら、年内に基
盤を整え、来年１～３月期に「プレ
運用」、４月から本格運用につなげる
という方向性を確認しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道教委 ICT活用ポータルサイトの
画面 

「羅高の DX」ページが道
教委「ICT活用ポータルサ
イト」からリンクされました 

 

 ICT教育推進課から連絡があり、本校 DX ペー
ジが道教委 ICT ポータルサイトの「実践事例」のひ
とつとして加えていただけることになりました。このこと
により、本校ホームページのアクセス数がこの１週
間で 6,000ほど増加しており、注目されているよう
です。 

 DX に関する情報は、各省庁や自治体、
研究機関、民間企業などから多種多様なも
のが提供されておりますが、実際の学校現場
からの情報は比較的少ない状況があります。
本校は特に研究指定を受けておらず、学校
単独で独自の DX を進めておりますが、ホー
ムページでの情報発信をとおして、何かみなさ
まのお役に立てることがあればうれしいというこ
とと、みなさまからの忌憚のないご意見をぜひ
お聞かせいただきたい、という２つの思いがあ
ります。新鮮な情報をこれからもお届けできる
よう尽力したいと考えています。 

 

  

羅臼町DX 

説明会を実施 


